


人口は 5 年間で約 3000 人減少。
老年人口の割合が増加し、生産
年齢人口と年少人口の割合が減
少しています。

計画策定の趣旨

男女協働参画基本計画は、市の男女協働参画行政を進める上での重要な指針となるものです。

男女協働参画社会の実現に向け、総合的かつ効果的に取組を進めるため、目標や理念を明示し、

具体的に施策の方向や内容を提示しています。

基本目標

『男
ひと

と 女
ひと

が協働し、すべての人がきらめく“いまり”の実現』

基本理念

「伊万里市男女協働参画を推進す

る条例」に掲げる基本理念のもとに、

市民一人ひとりが自立し性別にかか

わりなく社会のあらゆる分野に平等

に参画し責任を分かち合い、その個

性と能力を発揮することができる男

女協働参画社会の実現をめざします。

男女協働参画の視点から見た市の現状

少子高齢化による人口減少社会の進行、世帯員の減少、未婚・離婚などによる単独世帯の

増加、女性の就業者の増加など家族の姿の変化とともに、ライフスタイルや価値観の多様化

が一層進んでおり、性別にかかわらず個性と能力を十分に発揮できる社会環境づくりが不可

欠となっています。
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基 本 理 念

⑴ 男女の人権の尊重

⑵ 性別による固定的な役割分担意識の解消及

び選択の自由

⑶ 政策及び方針決定過程への参画

⑷ 家庭生活における活動と他の活動の調和

⑸ 性と生殖に関する健康と権利

⑹ 性別に違和感がある人等への配慮

⑺ 国際的協調

少子高齢化・
人口減少社会の進行

世帯数は増える一方、一世帯あた
りの人数は減少しています。市街
地への人口集中が続き、周辺地域
では人口減少が進んでいます。

世帯員の減少と
世帯類型の変化

世帯構成が多様化する中、地域力
を上げるためには女性の参画が
必要となりますが、「世帯や組織
の代表は男性」という考え方が依
然残っています。

地域社会への参画

ＤＶに関する相談は、平成 28 年
度までは年々増加しており、現
在は高止まりしています。ま
た、その内容も深刻化していま
す。

ＤＶに関する
相談件数の増加

離婚件数は婚姻件数の 1/3、
単独世帯の増加、2 世代世帯
の減少など、結婚観・家庭観
は変化し、ライフスタイルは
多様化しています。

家族の姿の変化・
人生の多様化

国や県と比較してあらゆる年代
で女性の就業率が高く、結婚・出
産後も就労継続しています。一日
の生活のうち家事や育児にかか
る時間は、20 代女性では同年代男
性の約 2 倍も多くなっています。

女性の就業と家事・
育児のバランス

伊万里市男女協働参画を推進する条例第３条（抜粋）


















